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唱．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学生活をさらに社会生活に広げて学生の社会的スキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルを育成する授業を開設することを提起したからであ

　プロジェクト・ベース学習（Prolect　based　Leaming　　る・

以下PBL）は、学生中心の学習活動を意味する。伝　　　この両者からの要望を配慮し、授業は近年学内外で

統的な講義と異なるPBLの特徴は、教員が学習の支　　注目され、経済工学分野等で導入されているプロジェ

援者に徹し、学習の主導権を学生が握ることである。　　クト・ベース学習（Project　Based　Leaming）の形式

この方法は、学生が社会人として自ら学習意欲を起こ　　にすることにした。20◎8年の開講に向けて2007年に担

し自立して学習する力を身につける上で効果的である　　当教員勉強会、PBL研究会を開いて、学習目標（社

ことから、近年学内外で導入されるようになっている。　会的スキル）の設定の仕方、教員の関与の仕方、評価

PBLの学習が効果的であるには、プロジェクト達成　　の方法を検討した。その際に参考としたのは、千葉大

への学習プロセスが重要であり、学生による学習ボー　　学や同志社大学、東京工業大学などでのプロジェクト

トフオリオづくりが活用される。同時に、PBLの学　　　学習、三重大学問題解決学習、米国の学校段階（ミネ

習成果は、達成された制作物かあるいはそのプロセス　　ソタ・ニューカントリースクール、以下MNCS）事例、

でのみ評価できることから、学習ポートフォリオは評　　加藤幸次氏講演・研究論文などである。

価の対象とする場合が多い。しかし、先述の高橋報告　　　受講者の課題は、「学内や大学周辺の仕事・社会活

や土持の指摘にあるように、その評価基準をどうする　　動のうち自分の関心があるものについて情報を収集し

かは今なお検討段階である（高橋前掲報告、土持2009，　た上で、現場訪問やアンケート調査、イベント企画、

8頁）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インタビューを通してそこでの問題を発見して解決策

　本稿では、この学習ポートフォリオの評価問題に着　　　を発表する」こととした。受講者は、関心テーマに即

目し、筆者らが2008年度から開設した「学生企画プロ　　してプロジェクト・チームを組み、ゴールを意識しな

ジェクト・ベース学習」の実践と、類似のポートフォ　　がら主体的にプロジェクトを企画し実行する。教員は、

リオ「ティーチング・ポートフオリオ」との対比を通　　学生の活動のアドバイザー、情報提供者、成果の評価

して、学習ポートフォリオの意義について考察する。　　者としての役割を果たすことになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習目標は、以下の5点で設定し、これに即した成

2．贈L科目「学生企画プロジェクト・ベース学　　績評価法を開発することにした。

　習」における学習ポートフォリオの実践　　　　　　①　プロジェクトに取り組み、自発的な活動を展開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる。

（のPBL科自における学習目標の設定　　　　 ②チーム作業において、他者と意見調整するコ
　個性化科目「学生企画プロジェクト・ベース学習」は、　　　ミュニケーションができる。

2008年後期から開設している。開設のきっかけは、1　③自らの課題を達成するために、時間の管理がで

つはすでに開講していた「大学生活を考える」の受講　　　　きる。

生から、この続編授業（特に「チーム活動を通して他　　　④　成果を効果的に発表できる。

者と調整しながら自己主張を効果的にできる」手法を　　　⑤　学内外の社会活動・将来の仕事を具体的に思い

学ぶ）に対する要望があったからである。もう1つは、　　　描くことができる。

「大学生活を考える」を担当者の一人高橋桂子氏が、
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②　授業の概要

　PBL授業の流れは、以下の2009年度授業日程表に示されている。

日付 担当者 授業計画（学習目標・内容、学習支援） 概要

ガイタンス、プロジェクト事例の説明

1日

津田純子（大学教育機能

J発センター）／協力院

ｶ・学生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i☆第一課題　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i（Brain　Storming／　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－一一…一一……一一……………一…一……一｛Webbiag／活動想定　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　iメモづくり）、「コ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　iミュニケーシ。ン・

プロジェクトの課題づくり
8日 〃

ポートフオリオづくりの説明

10
@　　　　　月

22日

西脇紀子（附属図書館情

�ｲ査係長）／津田
@　　※附属図書館一■一一幽糟一一圃彌門閥用需一rr旧雫rr一一F－－F一一一一一F－一一　　一

ﾃ田／協力院生・学生

「情報検索・情報収集ガイダンス」　　　iワークショップ」
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　iチーム作業のルール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　iづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－一………………一…………一…一…一一一一一……一………一｛上古町訪問

@☆企画書の提出　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

@　　⇒付録ム参紹　　　　　i

企画書の作成

29日

5日 津田／協力院生・学生

企画書相談・承認

ﾛ題追究
☆学習記録・自己評価①の提出一一一F一一一　一一　一　一一　一一■一一一一　一　一一　一一曽一曽一一曽一一曽一曽”謄”一”憎轍”一贈曽齢齢”，需曜糟一”闇需需酔一甲需FP｝R辱PF胃”一一一一一一辱一一PF一　一

11
@　　　　月

12日
高橋桂子（教育学部）

ﾃ田／協力院生・学生

■一

C刷

ﾈ

中間ガイダンス：「パワーポイント活用法」「インタビュー

19日 津田／協力院生・学生

のための心得」など帰”r一雫r一一F｝一一P一一一一一一F－－F一一一一一一一一■一一一一一一一一一一■一一一一曽一胃一幽一一一”曽曽一曽一一醜陶曽曽”一曽一”曽髄謄一一謄馳曽胴噌一瞬一需”””響需檜m

?ﾔ評価相談■謄隔”r需一需一r－　需F－一一r一一一一一r－P－　一一唱一一一　一一一一一一一　一　幽一一一一一幽一一一一一一一一一一曽一一一一一曽一謄曽一暫一曹一一一一凹一一”一一■一圏一一

ｭ表会の進め方

26日

津田／協力院生・学生

ﾁ藤かおり　大教セン プレゼン課外指導

PBL活動

坦 ■一一一一一一唱一一■一艦一昌一一一一墨■一魑一昌一一■一一一一一一一一■一一一一一一一一一冒一”一■冒一一，胴一口圃一一一一圃一閉一隔一團”冒帽一胴回需一圃旧■F圃一胴胴門一一冊“一“圃一▼胴

中間発表会
12 3日 担当者全員 ☆学習記録

17日 津田／協力院生・学生 課題の分析と深化

7日 〃

一一一一｝「一一一一一一F－一一一一P－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一曽曽一曽一一　一一一一一一曽一鍾一一一曽一一一幽曽一一一一一一幽一畠謄一一一一曽幽一曽一一一一一一一一一一曽一一

@　発表会の相談一一甲圏騨一一瓢一一嘔一圏■一一一一一一“一■■一璽一一昌一需一一■冒一罰一一一冒■一一胴一一一冒一一一謄一一胴胴團一暫一一團一一一囚冒冒一一胴囚ロー圃一ロー一需圃一一盟圃冒一冒層一冒闇■躍隔

@　発表会の進め方21日 〃

最終発表会
28日 担当者全員

2月

4日

津田／協力院生・学生

ｼ條秀俊　キャリァセン

☆学習記録・自己評価②の提出謄一圏謄一一需一曽需闊鼎門一曽一曹一一需圏需一曽一r胃謄旧一隔回r一冊隔騨一阿pr一R一，需一騨一脚pr謄帰，9一騨一胃P円F門一“”Fr需一rrprr－r胃一一一嗣r需胃［一4r需一R一騨一回

S体のふりかえり、ポートフオリオの整理

@　最終評価の相談　　　⇒最1終1レポーみオの絨

@　プロジェクトの社会的アプローチをサポート

発表傘自己評価

担
↓
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☆アドバイザー会議（2009年11月10日）の決議：　　　　識やスキルを使って、自分自身の作品を作り上げる

・受講生からの要望に応じ「説得力のあるプレゼン法」　　　プロセスや、その中で作り上げた作晶・表現によっ

　の指導（加藤）、授業時間でのプレゼン（報告）指　　　てのみ評価することができる。（田中耕治2005年）

　導（津田）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）教員と受講者が合意した自己評価基準表をもとに

・公欠の多い受講者を含むグループ活動のサポート、　　　する。

　チームワーク指導（津田、MOT院生〈大野〉・学　　　　受講者は自己の学習目標を設定しながらプロジェ

　生〈豊木〉）　　　　　　　　　　　　　　　　　クト活動を進め、①元ポートフォリオ作り②自己評

・今年度の目標である、「大人との接触」あるプロジェ　　　価の妥当性を最終レポートでまとめる。教員は自己

　クト活動への誘導（西條）⇒授業終了後のプロジェ　　　評価表と最終レポートの妥当性を検討し、場合に

　クト活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっては作成した受講者と話し合いをし、最終決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をする。

　PBL授業は2008年と2009年の後期に実施された。　　3）受講者は最終レポートをまとめる中で、自分の学

2008年度は、受講者数10名（2年生）で、学生が企画　　　　習をふりかえり自己評価力や学習改善力、継続的な

し学習目標を意識しながら実施したプロジェクトは、　　　学習力を向上させる。

①新大運動会をつくろう、②動画投稿サイトと著作　　　これらの特徴を活かし、PBL授業でのポートフォ

権、③共生のための喫煙マナーの向上の3点である。　　リオ評価は、教員にも学生にもまったく新しい以下の

2009年度は、受講者数20名（2年生中心）で、同様に　　　ような方法をとった。

3プロジェクト（①大学活性化のイベント、②商店街　　1）プロジェクト活動の記録（元ポートフォリオ）

〔上古町中心〕の魅力を発信、③他大学との交流）が　　　60％、自己評価基準表、ポートフォリオ完成度、学

実施された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習記録の授業フォーラム入力、提出物、各15％

　2009年度は、前年度の問題点を検討したアドバイ　　2）自己評価表20％（2009年度の場合授業期間中2回

ザー打ち合わせ会議（2009年9月26日）の結果、改善　　　実施）

事項として、第一にプロジェクト立案の遅れから日程　　　3）最終レポート20％（作成した自己評価基準表につ

の変更が生じないように、課題発見の支援を工夫する　　　いて、元ポートフォリオから証拠資料を提示しなが

ことになった。第二は、図書館と協力して情報検索・　　　らその妥当性を示す。A4用紙2枚程度）

収集活動の指導をすることで、プロジェクトの成果を　　　　自己評価表（事例は、付録資料1）は、授業期間中

質的に向上させること。第三は、学習プロセスにおい　　に2～3回実施し、そこには他者の評価やコメントも

て大人社会とのコンタクトが生じるように、プロジェ　　付記してもらって提出する。後にこれは返却され、ポー

クトについてアドバイスする。学外調査活動を支援す　　トフォリオ資料としてファイリングする。自己評価基

ること。第四は、成績評価法が受講生に十分理解され　　準表には、付録資料2にあるように、受講生は学習目

ていなかったことから、ガイダンス時に詳細を説明す　　標のもとで自分のレベル・チェックをし、その根拠と

ること。ポートフォリオ作りについて、適宜にきめ細　　なる証拠資料（ポートフォリオ整理番号を付記）を示

かく指導することが挙げられた。　　　　　　　　　　　し、自己評価が妥当かどうか、グループ・メンバーや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アドバイザーの承認を得て提出することになっている。

3．P翫の成績評価法の開発一ポートフォリオ評　　　　この場合、ポートフォリオ評価の重要な要素は、付

　価録資料3中の6．最終レポートにあるように、学生の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己評価と他者評価、学生による証拠資料の選択と学

　今回のPBL授業では、学習成果がプロジェクトの　　習記録の省察である。2009年度では、プロジェクト活

チーム活動によるものになるため、個々の学生につい　　動を実施し発展させる上で元ポートフォリオづくりが

ては成果物を対象として評価ができない。そのため成　　重要であることに気付いた受講生が数人おり、彼らは、

績評価は、学生が各自の学習プロセスを記録するボー　　授業終了後にさらにプロジェクトを発展させる際に自

トフォリオを対象とすることにした。中間発表会や最　　発的にポートフォリオ作りをし、成果もあげている。

終発表会では、参加者全員によるプレゼン評価が提出　　このことから、ポートフォリオ作りの意義を授業開始

されるが、これは成績評価に反映されない。成績評価　　時に受講生に十分に認識させ取り組ませるように、分

の方法を考える際に参考になった文献は、米国の　　かりやすく整理した説明と適時のきめ細かな指導の必

MNCS事例、加藤幸次氏講演・研究論文であった。　　　要がある。

　ポートフォリオ評価の特徴は、以下の3点にまとめ　　　成績評価法に関しては、自己評価表・自己評価基準

られよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表の整合性、新しいポートフォリオ評価法に関するガ

1）パフォーマンス課題を評価する　　　　　　　　　　イダンスの改善といった課題が残されている。

　　パフォーマンス課題：何かを成し遂げる
　（perform）能力は、特定の課題や文脈の中で、知
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尋．おわりに一ポートフォリオの意義と学習ボー　　振り返り、結語、④他者のコメント、④付録〉とは異

　トフォリオ評価　　　　　　　　　　　　　　　　なっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この違いから、「大学におけるティーチング・ポー

　ティーチング・ポートフォリオとは、大教センター　　　トフォリオは、大学教員の教育力に関する継続教育や

が構築しているWebサイト「教育開発Onlineコミュ　　後継者養成のための自己FDのツールという意味合い

ニティ」で説明されているように、「教員が、自分の　　が強いのに対して、学習ポートフォリオは、一定の学

教育実践や教育業績を記録する記録集のこと」である。　習目標のもとで自己学習力や自己評価力を含むパ

ー般的には、ティーチング・ポートフォリオは、他者　　　フォーマンスカを育成するためのッールである」とい

に提示する記録のまとめと、そのまとめの証拠となる　　えるであろう。学習ポートフォリオの評価は、教員が

資料とで構成される。その機能は、「教員の教育実績　　作成した評価基準表を学生が十分に理解し、学生が主

の証明（証拠）」「教員自身がその作成を通して自分の　　体的に学習プロセスを自己評価し、その論拠となる証

教育活動を振り1返るための自己省察のッール」、教育　　拠資料を選んで他者の評価や承認をもらうプロセスを

の専門職業人として教育改善・自己開発を行う」（基　　経て、教員が最終的に評価をするものである。このプ

準枠組みW）際の、改善や開発の「記録」や「証拠」　　ロセスを踏むことによって、学生に客観的で公正な自

というものである。　　　　　　　　　　　　　　己評価力が育まれることは、もっと注目されるべきで

　土持が指摘しているように、ティーチング・ポート　　あろう。そのためにも、成績評価基準表は、学生が合

フォリオと学習ポートフォリオの共通点は、省察的な　　意できる内容を持ち、また合意する手順を踏むことが

パフォーマンスカを高めるための手段である点であり　　留意されなければならない。

（土持2◎◎9，6頁）、両者は自己アピールの手段にもな

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【参考文献1

　しかし、開発のねらいを対比するならば、ティーチ　　上杉賢士ほか（2005）『プロジェクト・ベース学習で

ング・ポートフォリオが、研究重視型の大学教員に求　　　　育つ子つ子どもたち』学事出版

められる教育力向上のために国際的に開発されたのに　　加藤幸次（2009）「学生支援プログラムの実践に向けて」

対して、学習ポートフォリオは生涯学習社会において　　　　『大学教育研究年報』第13号，121－131など

求められる自己学習力の向上をねらいとする点で異　　土持ゲーリー法一（2009）「ティーチング・ポートフォ

なっている。この違いは、ポートフォリオの構成の違　　　リオとラーニング・ポートフォリオの可能性」『21

いにも表れている。ティーチング・ポートフォリオの　　　世紀教育フォーラム』第4号，叉一11頁

構成は、①教育課題、教育哲学や戦略、②自分の科目　　同上（2009）『ラーニング・ポートフォリオ』東信堂

のシラバスや資料、③年問の講義目標、④授業改善の　　RJ．ニユーエル、上杉賢士他監訳（2004）『学びの情

方法、⑤教育成果の評価、⑥振り返りと結語、⑦付録　　　熱を呼び覚ますプロジェクト・ベース学習』学事出

である。これは、付録資料3（6）にみられるPBL　　　版
授業回の学習ポートフォリオの構成（①学習目標、学　　田中耕治（2005）『よくわかる教育評価』ミネルヴァ

習の課題、②証拠資料学習記録、③学習記録の内容と　　　書房
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魎配評骸の事例
窪己騨価カード1

編付］年月目
所属

w部

学籍

ﾔ号

氏名

グルー

v名

（グループ・メンバー　氏名）

（麟幾番号を◎で囲んでください。）

設問

ﾔ号
設　　問 十牙

やや

¥分
蕾遷

やや

s十萄

全く

s十分

唱。 プロジ鼠クトの牒題に興味が持てますか： 5 尋 3 農 電

変． 霞禽の調べたいことがはっき鰯していますか： 5 曝 3 譲 噸

3。 独自に調べていますか： 6 尋 3 鐙 竃

尋． 調査計画はうまく立てられましたか： 5 4 3 露 「

騒． 調査に使う精報源は十命ありますか： 5 轟 3 豊 唱

6． 次の時聞にやることがはっき》していますか： s 4 書 漁 唱

7． どんな『まとめ方』をするか、考えていますか： 5 轟 鵠 窪 環

8。 グループ・メンバーと仲良く活動できると思い窪すか： 騒 4 3 豊 噛

9． グループ活動を進めるために鶴分ができることを理解していますか： 5 轟 諺 鷺 考

調o． 調ぺた結果がどうなるか楽しみですか： 5 曙 謬 窓 電

窺由記述

　O必要と思うサポートなど

◎その弛

調メント《グループ・メンバー、担当アドバイザー）
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付録資料2　自己評価基準表の事例

挙習求一トフ慰り諭の作峨による翻己評価

　　　　　　　　　　　　　学籍番号：　　　　　　　　　氏名；

　　　　　　　　　　　学習の達成昌標

①プロジェクトに取り組み、自発的な活動を展開できる。

②チーム作業において、他者と意見調整するためのコミュニケーションができる。

③自らの課題を達成するために、時間の管理ができる。

④成果を効果的に発表できる。

⑤学内外の社会活動・将来の仕事を具体的に思い描くことができる。

（醐）プロジェクトに取り組み、自肇的な活動を展開できる。

A B C D 自己評価

活動内容、問題点、 1／2以上は記録 記録は1／2以下で 学習の成果や時間

よかった点など、学 している。 ある。 をほとんど記録し
時聞と

習の成果や時間を ていない。
学習の記

完全に記録してい
録

る。

記録カード〈配布〉・独自の学習記録 （匪匿ヨ ）

3つ以上の異なる 2っ以上の情報源 1つ以上の情報源を 情報源は利用して

タイプの情報源を を利用し、その中の 利用している。 いない。

利用した、その中の 1つは専門家から
3つの情

1つは専門家から 直接聞いた情報。
報源

直接聞いた情報。

＊3つの情報源：実在の人（アンケート調査、 アドバイザーなど） 、図書、インターネ

ット自分が用いた情報源（睡ヨ ）

必要に応じて新し 情報収集の必要性 言われた時だけ事柄 プロジェクトの質

い事柄を集め、さら は理解しているが、 を集めた。 を高めるために新

に新しい情報を取 必要に応じてもっ しい情報を集めな
情報収集

り入れた。 と多くの情報を取 かった。
学習活動

り入れる必要があ

った。

自分の情報収集活動（匪匿羽 ）

新しい情報に基づ 新しい情報を新し 多くの新しい情報を 新しい情報を集め

情報活用
いて考えを発展さ い状況の中に1つは 思い出し、状況に合 たが、ほとんど覚え

せ活動に応用でき 取り入れ応用した。 わせてどうにか使っ ていない。

た。 た。

以下略
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付録資料3　ガイダンスで配布する学習ガイド（「ポートフォリオの作成」のみ抜粋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P齢L学習について

　　　　　　　　　　　　一掌習⑳プ藏セス、グループ活動．求一トフ貯リ諸一

亙．　PBLとは．（略）

皿．　PBL学習のプロセス（略）

狐．　グループ活動の進め方（略）

lV。求一トフ渚リオの作成

lV．置。ボートフ譜リオ作成の芋頽

1。学習の達成圏標を確認する。

　達成目標ごとに資料を収集し整理番号を付けてファイル化するために、自己評価基準表（配布）で達成目標を

確認します。

2。元ポートフ譜リオづくり一挙習諾録の叡集（鱒月～哨月蒙で）

　準備段階として日常的に「元ポートフォリオ」づくり、ポートフォリオ用バインダーに資料を仮にファイリン

グします。資料には、次のようなものが含まれます。

・授業の学習記録（学情システム授業フォーラム入力文を、WO戯に画キーでコピーしたファイル

　　　　　　　　　を印刷したもの）

・自己学習の記録（日時、情報源の収集のメモや他の学生に示した資料などの学習内容）

・グループで議論をした記録

・個人やグループでまとめた学：習成果（プレゼンテーション資料、準備資料など）

・担当アドバイザーからのコメントやフィードバック

・　グループ・メンバーからのコメント

・インタビューなどの記録

・その他、学習の過程で生成された文書（収集した情報など）

3。元ボートフ露リオを整理する。一挙習の配録⑳選択（隅中旬～）

ファイリングした元ポートフォリオから、自己評価・成績評価の根拠になる必要なポートフォリオ資料を選択

し、整理番号を付けて一覧表にまとめ、それぞれがどの達成目標に対応するかを示します。

学習目標1 学習目標2 学習目標3 学習目標4 学習目標5

自発的な活動の チーム作業内で 時間の管理 効果的な意見 具体的な仕事

展開 のコミュニケー 発表 観

整理番号 ションカ

学習記録1　（学習記

録カード）

学習記録2　（自分が

用いた情報源）
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学習記録3　（情報収

睡戴一一　＿　．　．　　　　1
・曙．挙響舘録ごと臆省蘂（鐵解逗砂）壷塞とめ．ファイリングする、

　　先に選択した学習の記録ごとに、簡単な省察を記述します。学習の記録を作成した際の状況や背景なども記

　　述します。また、先の一覧表で示した学習の記録（学習の成果と過程）と達成目標との組み合わせについて、

　　その妥当性について記述します。

蕊。フイードバツク

　　作成したポートフォリオにっいて、教員とグループ・メンバーからコメントやフィードバックを受け、その

　　内容を記述します。

蔭。ボート7壕リオを総揺する．最終レポートを作成する、

最終レポート

　　　　　　　　　　　　　　プロジェクト（ポートフォリオのタイトル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号・氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ名　グループ・メンバー氏名

　1．はじめに

　　　・ポートフォリオ作成の目的

　　　・授業での自分の学習目標

　　　・ポートフォリオの全体の構成

2．学習の記録の一覧

　　（各学習記録がどの学習目標の根拠に対応するかの一覧表）

学習目標1

ｩ発的な活動の

W開

学習目標2

`ーム作業内で

ﾌコミュニケー

Vョンカ

学習目標3

條ﾔの管理

学習目標4

�ﾊ的な意見発

¥

学習目標5

?ﾌ的な仕事観

学習記録1

学習記録2

学習記録3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下略

3．各学習記録の内容と省察

　　ヱ）学習記録1

　・学習の記録（学習内容とその過程、作業シート等も含まれる）

　・それらに対する省察（何が身についたか、不十分な点はないか、さらに学びたいことは何か、なぜ上

　　　で示した授業目標に対応しているか）

　　2）学習記録2……－

　　3）学習記録3………　　　以下略
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4．グループ・メンバーからのコメント

5。担当アドバイザーからのコメント

7、圏次（後日ファイル配布）をつ騨．澱終レ求一卜噛求一トフ渚》オ資綱（整躍番号顛）をバ

イン参一に綴じる、

8。バインダー農紙・背嚢紙に、禽イトル（プロジェクト名）十学籍番号十庇名十プロジェクト・

メンバー氏名（表紙のみ）を能入する．

9。発表と公表

　作成した「提出用ポートフォリオ」の全体または一部を、クラス内に公開します。
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